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CIAOは、すばる望遠鏡の観測装置のひとつで、近赤外域 (波長 1から 5ミクロン)のステラーコロナグラフで
ある。アダプティブオプティクスとコロナグラフを組み合わせることによって、中心天体のごく近傍にある微光
天体の検出を目的とし、具体的には、連星系をなした褐色矮星、系外惑星、原始惑星系円盤、QSO母銀河など
をターゲットとしている。
本講演では、室内実験およびファーストライト機能試験観測で得られたCIAOの基本性能について、詳細に発
表する。言及する項目は以下の通り。

• 検出器の特性 (ダーク、リニアリティー、その他の雑音)

• 光学系の特性 (PSFの特徴、ゴースト、散乱光、ピクセルスケール、収差、分光器としての評価)

• 観測装置としての性質 (限界等級、観測効率、たわみ、温度安定性、目的とする天体の観測可能性)


